
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１７年７月３０日               NO,５３４ 

 

     実相院 

 屋形原町の実相院は、延暦 

の時代（７８２～８０６）に 

勝道上人が子持山麓に小庵を 

建て、実相坊と名付けたのが 

はじまりと言われています。 

 勝道上人は自ら観音像を刻 

みこの堂宇に安置し、その後、下野国（栃木県）に行き、日光

を開山したとされています。 

 関東管領の上杉顕定が父母の菩提を弔う寺を建立しようと

し、勝道上人が建てた実相坊を実相院と改め、筑紫国（福岡県）

から天満宮を勧請しました。 

 文禄の時代（１５９２～１５９６）に火災にあい、しばらく

寺は再建されませんでしたが、真田昌幸一門の根津志摩守が元

禄１３年（１７００）に再建しました。 

                 寸沢の天狗 

下川田町から屋形原町に向        

う途中にくの字形のカーブが  

あり、その下を寸沢が流れ、周

りは木立が茂っています。 

 この場所には、天狗が現れた

との話が伝えられています。 
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 ２０１８年度は、３年に１度の介護保険料の見直し、

国民健康保険が市町村単位から都道府県への広域化さ

れ、一定の所得以上の高齢者に対し利用料を３割に引き

上げる法律の実施など、介護も医療も安心して受けるこ

とができるのか不安が広がっています。 

 群馬県社会保障推進協議会は、８月に県内各市町村と

介護、国民健康保険 

について要請行動を 

計画し、２２日には 

利根中央病院で、医 

療・介護の一体改革 

についての学習会が 

開かれ、意見交換な 

どおこなわれました。 

新宿区と森林を整備しＣＯ２を削減する協定を平成２２年に結び、白沢

町の高平公益社の土地にコナラ、ミズナラ、クリを３年間植林し、平成２       

５年から新宿区民と白沢町住   

民で下草刈りがおこなわれて

います。 

 今年は２２日、新宿区民６５

人、高平公益社、しらさわエコ

キックラブの児童などが参加

し、新宿の森で下草刈りに挑戦

し、望郷の湯でバーベキューで

交流会がおこなわれました。 

 １２日に起工式がおこなわれた庁舎等複合施設テラス沼田は、市役所、

歴史資料館、商業施設、市民活動施設などが一つの建物に入る複合施設と

なり、１階にはイベントなどで活用できる公共 

広場つくられます。 

 外壁に開口部を設け、市役所となる３階への 

直通エレベーターを設置し、西側と南側からも 

入れるよう入り口がつくられ、災害時の防災拠 

点としての機能ももつ施設となります。 

 

 
 

 

  


